
大
矢
　
徹

（
民
主
・
社
民
ネ
ッ
ト
）

質
問

新
総
合
計
画
に
位
置
づ

け
て
策
定
し
た
北
部
方
面
消
防

力
強
化
整
備
計
画
に
つ
い
て
、

そ
の
実
施
に
よ
る
効
果
と
今
後

の
課
題
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁

整
備
計
画
実
施
の
効
果

と
し
て
は
、
遠
藤
方
面
に
出
張

所
を
開
設
し
、
救
急
隊
を
配
置

す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
、
市

内
平
均
よ
り
も
長
時
間
を
要
し

て
し
ま
っ
て
い
る
救
急
車
の
現

場
到
着
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
地

域
の
救
命
率
の
向
上
が
期
待
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
遠
藤
地
区
に
出
動
し

て
い
る
周
辺
の
救
急
隊
の
出
動

件
数
が
減
少
す
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
北
部
方
面
全
体
に
も
救

命
率
の
向
上
効
果
が
波
及
す
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率

的
に
活
用
す
る
手
段
と
し
て
、

Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
※
）
等
の
導
入
を
初

め
、
新
た
な
消
防
力
の
整
備
手

法
や
、
都
市
化
の
進
展
に
伴
う

将
来
の
消
防
隊
の
配
置
な
ど
に

つ
い
て
、
研
究
・
検
討
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識

し
て
い
る
。

こ
う
し
た
市
北
部
方
面
の
消

防
力
強
化
だ
け
で
な
く
、
市
民

が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
消
防
体
制
の
充
実
強
化
を

図
っ
て
い
く
。

柳
沢
　
潤
次

（
日
本
共
産
党
藤
沢
市
議
会
議
員
団
）

質
問

福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
を
目
の
当
た
り
に
し

た
現
在
、
市
は
国
に
「
脱
原
発
」

に
向
け
て
強
く
働
き
か
け
、
そ

の
上
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
地
産
地
消
を
積
極
的
に
推
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本
市
の
財
政
状
況

わ
か
り
や
す
く
公
開
を

内
部
統
制
制
度
導
入

職
員
力
の
回
復
は

そ
の
記
録
を
行
な
う
と
と
も
に

再
発
防
止
策
等
を
講
じ
、
以
後

の
業
務
執
行
に
的
確
に
反
映
さ

せ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
各
部
門
の
庶
務
課
・

総
務
課
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行

い
、
二
重
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
働

か
せ
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に

よ
る
制
度
運
営
を
基
本
と
し
て

お
り
、
二
十
四
年
か
ら
の
段
階

的
な
導
入
を
目
指
し
、
各
課
に

お
い
て
関
係
帳
票
の
作
成
を
進

め
て
い
る
。

こ
の
制
度
の
構
築
と
運
用
を

通
じ
て
「
職
員
力
の
高
い
」
健

全
で
規
律
あ
る
組
織
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

日々の訓練に加え体制強化を図ることで救命率の向上を目指す

か
り
や
す
い
藤
沢
市
の
財
政
」

等
を
通
し
、
市
民
に
わ
か
り
や

す
く
情
報
提
供
し
て
い
き
た
い
。

原
田
　
伴
子

（
ア
ク
テ
ィ
ブ
藤
沢
）

質
問
　
善
行
地
区
に
お
け
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
事
業
用

地
取
得
に
関
す
る
調
査
特
別
委

員
会
（
以
下
、「
百
条
委
員
会
」

と
い
う
。）
に
お
い
て
調
査
が

栗
原
　
義
夫

（
自
由
松
風
会
）

質
問

市
長
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

の
中
で
、
イ
ン
タ
ー
ナ
ル
・
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
改
革（
内
部
統
制
）

を
掲
げ
た
も
の
の
、
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
が
横
行
し
た
結
果
、
藤
沢

検
定
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
善

行
の
土
地
取
得
や
旧
江
の
島
水

族
館
跡
地
の
用
地
取
得
と
い
っ

た
問
題
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

ル
ー
ル
を
無
視
し
、
地
方
公
務

員
法
や
服
務
規
律
も
守
れ
な
い

市
北
部
全
体
の
救
命
率
向
上
を
期
待

消
防
体
制
の
充
実
強
化
を
図
る

北
部
方
面
消
防
力
強
化
整
備
計
画

（※）ＰＰＰ（パブリック プライベート パートナーシップ）… 公民連携

自
立
型
の
都
市
づ
く
り

戦
略
的
に
施
策
を
展
開

ぜ
ん
ぎ
ょ
う
里
山
づ
く
り

具
体
的
な
取
り
組
み
は

交
付
金
を
活
用
し

航
空
機
騒
音
対
策
を

脇
　
礼
子

（
民
主
・
社
民
ネ
ッ
ト
）

質
問
　
新
た
に
特
定
防
衛
施
設

周
辺
整
備
調
整
交
付
金
が
本
市

に
交
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

が
、
こ
の
交
付
金
は
ど
の
よ
う

市民にわかりやすい財政の情報提供が望まれる

に
も
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

設
置
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、「
藤
沢
市
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
」
に
掲
げ

る
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
に

向
け
、
Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ
ｓ
ａ
ｗ
ａ
サ

ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・
ス
マ
ー
ト
タ

ウ
ン
に
お
け
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
自
給
自
足
を
推
進
す
る
ま
ち
」

の
実
現
を
初
め
と
し
た
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
を
総
合
的

に
進
め
て
い
く
。

職
員
体
質
に
し
て
し
ま
っ
た
。

今
後
、
職
員
力
を
ど
の
よ
う

に
回
復
す
る
の
か
聞
き
た
い
。

答
弁

内
部
統
制
制
度
の
取
り

組
み
状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成

二
十
一
年
三
月
に
総
務
省
の
「
地

方
公
共
団
体
に
お
け
る
内
部
統

制
の
あ
り
方
研
究
会
」
が
ま
と

め
た
報
告
書
に
基
づ
い
て
検
討

を
進
め
た
後
、
新
総
合
計
画
事

業
に
位
置
づ
け
、
全
庁
的
な
議

論
と
意
見
集
約
を
重
ね
、
本
市

に
お
け
る
制
度
の
枠
組
み
を
ま

と
め
て
き
た
。

そ
の
概
要
は
、
法
令
遵
守
は

も
と
よ
り
、
定
め
ら
れ
た
業
務

手
順
に
の
っ
と
っ
て
業
務
を
執

行
し
、
事
務
処
理
ミ
ス
等
の
リ

ス
ク
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

こ
れ
に
適
切
に
対
処
し
た
上
で
、

進
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
つ

い
て
は
、
国
民
生
活
、
経
済
活

動
を
支
え
る
こ
と
に
加
え
、
安

全
・
安
心
で
安
定
的
な
供
給
や

低
炭
素
社
会
へ
の
寄
与
な
ど
の

点
か
ら
総
合
的
に
検
討
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
脱

原
発
」
を
性
急
に
結
論
づ
け
る

の
で
は
な
く
、
中
長
期
的
視
点

で
、
種
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
性

や
地
域
性
を
考
慮
し
つ
つ
、
有

効
に
組
み
合
わ
せ
、
最
も
効
率

的
な
活
用
を
図
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
つ
い
て
は
、
本
市
で
は
平

成
十
五
年
度
か
ら
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
補
助

を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
市
内

小
中
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校

有
賀
　
正
義

（
み
ん
な
の
党
藤
沢
）

質
問
　
自
立
し
た
都
市
像
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
議
会
に

お
い
て
、
市
町
合
併
や
社
会
資

本
の
整
備
と
い
う
視
点
か
ら
、

議
論
が
さ
れ
て
き
た
が
、
昨
今

の
地
方
分
権
の
枠
組
み
の
中
で
、

自
立
し
た
都
市
に
向
け
た
本
市

の
方
向
性
に
つ
い
て
、
見
解
を

聞
き
た
い
。

答
弁
　
湘
南
の
中
核
的
な
都
市

と
し
て
、
自
立
し
た
都
市
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

近
隣
市
町
と
の
広
域
都
市
連
携

の
強
化
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
、
活
力
あ
る
産
業
の
創

出
、
行
政
の
効
率
化
の
向
上
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一
方
、
国
の
地
方
分
権
改
革

の
潮
流
の
中
、
権
限
や
財
源
等

を
確
保
し
、
基
礎
自
治
体
と
し

て
の
自
主
性
、
主
体
性
を
持
ち

続
け
る
た
め
、産
業
力
を
高
め
、

雇
用
の
場
を
確
保
し
、
安
定
し

た
財
政
基
盤
を
構
築
し
て
い
く

こ
と
が
課
題
で
あ
る
と
と
ら
え

て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
個
々

の
自
治
体
で
は
そ
の
解
決
に
限

界
の
あ
る
共
通
課
題
を
広
域
的

に
処
理
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
及

び
生
活
満
足
度
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
活
性

化
な
ど
、
都
市
の
活
力
、
主
体

性
を
創
出
す
る
戦
略
的
な
施
策

を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

四
十
一
万
都
市
と
し
て
、
市

民
・
地
域
と
行
政
が
連
携
・
協

働
し
て
築
く
市
民
目
線
に
よ
る

市
民
経
営
の
ま
ち
づ
く
り
を
さ

ら
に
推
進
し
、湘
南
で
暮
ら
し
、

働
き
、
学
ぶ
な
ど
、
東
京
等
に

依
存
し
な
い
自
立
型
の
都
市
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。

の
圧
迫
の
可
能
性
の
高
さ
を
示

す
）
の
指
標
に
反
映
さ
れ
る
た

め
、
中
長
期
的
な
財
政
計
画
を

立
て
、
こ
れ
ら
の
数
値
を
確
認

し
、
健
全
な
財
政
運
営
を
維
持

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

質
問

財
政
の
健
全
性
を
示
す

指
標
と
し
て
健
全
化
判
断
比
率

の
数
値
が
重
要
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
市
民
に
と
っ
て
は
わ
か

り
に
く
い
も
の
で
あ
る
。
本
市

の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、
わ
か

り
や
す
い
情
報
提
供
が
必
要
と

考
え
る
が
、見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

健
全
化
判
断
比
率
は
、

財
政
健
全
化
法
に
よ
り
全
国
の

地
方
公
共
団
体
に
公
表
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
政
策
判
断

の
際
の
基
準
・
目
安
と
な
る
だ

け
で
な
く
、
他
の
自
治
体
と
の

比
較
等
に
よ
り
本
市
の
財
政
の

健
全
性
を
、
よ
り
具
体
的
に
判

断
す
る
際
の
適
切
な
指
標
に
な

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
今
後

も
、財
政
状
況
の
広
報
冊
子「
わ

を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
の
平
準

化
は
妥
当
だ
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
平
準
化
の
事
業
手
法
が
、

起
債
や
民
間
資
金
の
活
用
で
あ

れ
ば
、
そ
の
償
還
額
と
借
入
金

残
高
が
健
全
化
判
断
比
率
に
お

け
る
実
質
公
債
費
比
率
（
借
入

金
等
の
返
済
率
の
高
さ
を
示
す
）

や
将
来
負
担
比
率
（
実
質
的
な

負
債
に
よ
り
将
来
的
な
財
政
へ

市
川
　
和
広

（
ふ
じ
さ
わ
自
民
党
）

質
問

本
市
で
は
、
大
規
模
施

設
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
財
政

支
出
の
平
準
化
の
た
め
の
事
業

手
法
を
検
討
し
、
取
り
組
む
と

の
こ
と
だ
が
、
財
政
支
出
の
平

準
化
と
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て

借
金
を
つ
く
る
こ
と
だ
と
も
考

え
ら
れ
る
。こ
の
点
に
つ
い
て
、

市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

長
期
に
わ
た
り
使
用
さ

れ
る
公
共
施
設
の
整
備
に
対
す

る
財
政
支
出
に
つ
い
て
は
、
世

代
間
の
公
平
性
を
確
保
す
る
必

要
性
か
ら
も
、
財
政
の
健
全
性

行
わ
れ
て
い
る
善
行
六
丁
目
の

土
地
に
つ
い
て
は
、
土
地
開
発

公
社
が
購
入
し
た
後
、
隣
接
地

所
有
者
と
の
道
路
築
造
に
関
す

る
協
議
が
整
わ
ず
、
境
界
確
定

も
で
き
て
い
な
い
。

一
方
、
新
総
合
計
画
に
お
い

て
は
、
善
行
地
区
の
地
区
別
ま

ち
づ
く
り
実
施
計
画
事
業
と
し

て
、
当
該
地
も
含
め
た
周
辺
地

域
を
対
象
に
「
ぜ
ん
ぎ
ょ
う
里

山
づ
く
り
事
業
」
を
位
置
づ
け

て
い
る
。

市
と
地
域
経
営
会
議
は
、
現

状
を
ど
う
考
え
、
今
後
ど
の
よ

う
に
す
る
つ
も
り
な
の
か
聞
き

た
い
。

答
弁
　
善
行
地
区
の
地
域
経
営

会
議
は
、
当
該
地
が
百
条
委
員

会
で
調
査
中
で
あ
る
た
め
、
現

時
点
で
は
静
観
し
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
当
該
地
を
含
む
「
ぜ

ん
ぎ
ょ
う
里
山
づ
く
り
事
業
」

に
関
す
る
具
体
的
な
取
り
組
み

は
行
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
今

後
は
、
百
条
委
員
会
の
調
査
結

果
を
見
極
め
た
上
で
、
改
め
て

検
討
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ

る
。市

と
し
て
も
、「
ぜ
ん
ぎ
ょ
う

里
山
づ
く
り
支
援
事
業
」
に
つ

い
て
は
、
百
条
委
員
会
の
調
査

結
果
と
地
域
経
営
会
議
の
検
討

状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
事
業
を
対
象
と
し
て
い
る
の

か
聞
き
た
い
。

答
弁
　
防
衛
施
設
周
辺
の
生
活

環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

な
ど
が
平
成
二
十
三
年
四
月
に

改
正
さ
れ
、
防
衛
施
設
周
辺
の

定
義
が
厚
木
基
地
か
ら
南
三
�

�
の
地
域
ま
で
拡
大
さ
れ
た
た

め
、
長
後
地
区
の
一
部
が
対
象

地
域
と
な
っ
た
。こ
れ
に
よ
り
、

市
全
域
が
こ
の
交
付
金
の
対
象

と
な
り
、
十
一
月
八
日
付
で
一

億
八
千
四
百
七
十
四
万
四
千
円

の
交
付
が
決
定
さ
れ
た
。

そ
の
対
象
事
業
は
、
交
通
、

環
境
衛
生
、
教
育
文
化
、
医
療
、

社
会
福
祉
、
消
防
、
産
業
振
興

に
関
す
る
公
共
用
施
設
の
整
備

事
業
な
ど
の
ほ
か
、
ソ
フ
ト
面

も
含
め
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

質
問
　
本
市
は
昭
和
五
十
七
年

に
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言

を
し
、
恒
久
平
和
を
訴
え
続
け

て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
に
こ

の
よ
う
な
交
付
金
が
お
り
る
こ

と
に
抵
抗
を
感
じ
る
。

し
か
し
、
現
在
、
市
民
が
航

空
機
騒
音
に
悩
ま
さ
れ
、
墜
落

の
危
険
の
中
で
過
ご
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
交
付
金
は
騒

音
被
害
対
策
に
使
う
べ
き
と
考

え
る
が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁
　
二
十
三
年
度
分
と
し
て

こ
れ
か
ら
予
算
計
上
す
る
も
の

も
含
め
、
二
十
四
年
度
以
降
の

交
付
金
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

老
朽
化
に
よ
り
再
整
備
や
改
修

の
必
要
性
が
あ
り
、
市
民
生
活

に
か
か
わ
り
の
深
い
公
共
施
設

が
数
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
当

面
は
こ
れ
ら
の
整
備
を
中
心
と

し
た
事
業
の
財
源
と
し
て
有
効

に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

地産地消を積極的に推進

低炭素社会に向け活用を図る

再生可能エネルギー


